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公益事業特別会計：115,046,348円
◆シルバー人材センター運営管理事業
　決算額　89,288,282円
◆総合福祉センター運営管理事業
　決算額　25,758,066円

収益事業特別会計：1,433,792円
◆高齢者統合在宅支援事業
　ほのぼの荘の運営管理

平成26年度  事業及び決算報告について

一　般　会　計　591,881,949円

特　　別　　会　　計

※会費収入8,685,000円の内訳
社会福祉協議会賛助会員会費� 8,323,000円
福祉移送サービス会員会費� 362,000円

※その他収入13,956,739円の内訳
助成金収入� 150,000円
負担金収入� 1,361,693円
自立支援費等収入� 3,765,870円
雑収入� 1,671,364円
借入金利息補助金収入� 23,300円
受取利息配当金収入� 240,595円
会計単位間繰入金収入� 613,009円
借入金元金償還補助金収入等� 6,130,908円

歳入

介護保険収入
203,876,188円

（34.4%）

介護保険事業
238,194,986円

（40.2%）

経常経費補助金収入
99,467,433円

（16.8%） 

法人運営
94,412,569円

（16.0%） 

当期末支払
賃金残高

98,224,854円
（16.6%） 

前期末支払
賃金残高

97,348,283円
（16.4%） 

受託金収入
96,569,484円

（16.3%） 在宅福祉サービス
113,871,721円

（19.2%）

歳出

地域福祉推進事業
　27,304,980円（4.6%）
共同募金配分金事業
　5,882,000円（1.0%）
福祉サービス利用援助事業
　7,041,189円（1.2%）
その他事業
　6,949,650円（1.2%）

経理区分間繰入金収入29,043,288円（4.9%）
事業収入21,537,730円（3.6%）
寄付金収入15,190,224円（2.6%）
施設整備等補助金収入等315,580円（0.1%）
会費収入8,685,000円（1.5%）
共同募金配分金収入5,892,000円（1.0%）
その他収入13,956,739円（2.4%）　

　平成27年５月27日、理事会及び評議員会を開催し、平成26年度の事業報告、一般会計・特別
会計決算などが承認されました。また、平成26年度の事業及び決算については次のとおりです。

※その他事業6,949,650円の内訳
企画広報事業� 2,640,994円
地域福祉活動基金等� 356,974円
ボランティアセンター活動事業� 1,778,072円
保健センター事業� 2,173,610円
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＜一般会計及び特別会計の財産目録＞
平成 27年 3月 31日現在（単位：円）

資産の部
科　　　目 金　　　額

１．流動資産 152,168,025
①現　金 280,000
②預　金 55,990,300
③未収金 95,883,909
④前払金 5,416
⑤会計単位外貸付金 0
⑥仮払金 8,400

２．固定資産 560,890,477
①基本財産 188,447,321
②その他固定資産 372,443,156
資　産　合　計 713,058,502

負債の部
科　　　目 金　　　額

１．流動負債 40,976,062
①未払金 38,418,449
②預り金 2,113,253
③前受金 441,000
④仮受金 3,360
⑤会計単位外借入金 0

２．固定負債 0
①長期設備資金借入金 0
負　債　合　計 40,976,062
差 引 純 資 産 672,082,440

地域福祉推進事業
� 決算額　27,304,980円

■ふれあいのまちづくり事業
■ふれあい相談事業
■地域福祉活動事業
■老人福祉事業
■障害児・母子・児童福祉事業
■災害福祉活動事業
■生活福祉資金貸付受託事業（岡山県社会福祉協議会
　からの受託事業です）

▼主な事業 （内容）

平成26年度の主な実施事業について

介護保険事業
� 決算額　238,194,986円

■居宅介護支援事業･･･介護サービスのプランの作成
　　　　　　　　　　���及び調整
■訪問介護事業･･･ホームヘルプサービス
■訪問入浴介護事業･･･入浴車による入浴サービス
■通所介護事業･･･デイサービス
■共同生活介護事業（グループホームささゆり苑）

▼主な事業 （内容）

福祉サービス利用援助事業
� 決算額　7,041,189円

■日常生活自立支援事業（岡山県社会福祉協議会から
　の受託事業です）

▼主な事業 （内容）

その他事業等
� 決算額　105,174,504円

■企画広報事業　
■地域福祉活動基金
■ボランティアセンター活動事業等
■資金貸付事業
■保健センター事業（高梁市からの受託事業です）

▼主な事業 （内容）

法人運営
� 決算額　94,412,569円

■理事会、評議員会等の各種会議の開催
■会員制度の広報及び普及
■事務効率の向上及び経費削減のための事務改善

▼主な事業 （内容）

共同募金配分金事業
� 決算額　5,882,000円

■一般募金助成事業
　市内の福祉ボランティア団体等44団体へ助成しま
　した。
■歳末たすけあい配分金事業
　在宅寝たきりの方及び難病の方303人と市内の福祉
　ボランティア団体等13団体へ配分しました。

▼主な事業 （内容）

在宅福祉サービス事業
� 決算額　113,871,721円

■高梁市から次の事業を受託し実施しました。
　○福祉移送サービス受託事業
　○軽度生活援助受託事業
　○健やか高齢者生きがい支援受託事業
　○給食サービス受託事業
　○寝具洗濯乾燥消毒受託事業
■高梁市遺族連合会団体事務局の事務支援

▼主な事業 （内容）
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　平成26年度は、8,323,000円の賛助会員会費をいただき、ご協力ありがとうございました。活用した額
9,173,795円との収支差額850,795円については、繰越金を充てています。

皆様からの寄付金や賛助会員会費は、  様々な事業の欠かせない財源となっています

賛助会員会費を財源とした事業　9,173,795円

地域住民を対象にふれあいを通じて、孤立の予防・生
きがいづくり・子育て支援等を行う団体に活動費の助成。
（122団体へ助成）

ふれあいサロン事業� 4,645,942円

障害者スポーツ大会等の支援
障害者団体活動支援� 150,000円

身近でちょっと困るが自分ではできないような
困りごとをお助けするサービスを提供。

ちょこっとお助けサービス事業� 32,865円

ボランティア協力校助成金等� 632,064円

市内の小・中・高等学校をボランティア活動普及事
業協力校に指定し、体験学習やボランティアの実践活
動を行い、ボランティア活動の推進と啓発。

日常生活における心配ごと等の相談に対して、
福祉総合、高齢者サービス相談等を開催。（延23
回開催、相談件数11件）

ふれあい相談事業� 136,612円

市社協ボランティアセンターに登録し、市内を
中心に活動を行っているボランティア団体のボラ
ンティア活動保険料の一部を助成。（79団体へ助成）

ボランティア活動保険料助成� 162,200円

ふれあい福祉講座の開催� 673,117円

地域住民が福祉に対する理解を深め、「ささえあい・
たすけあいが日常的に行われる福祉のまちづくり」の
推進。

敬 老 事 業� 946,621円

永年にわたり地域の発展に尽力された高齢者の長寿
を祝い、実施する敬老事業に対し、助成。（61団体へ助成）

福祉委員連絡会等の開催� 499,700円

福祉委員の役割や活動について周知し、福祉委員活
動の充実。

満88歳の高齢者に、記念品として肖像写真を撮
影し、福祉委員の協力を得て贈呈。（贈呈者262人）

敬老祝い品贈呈事業� 1,164,674円

火災見舞金（4件）
災害見舞金支給事業� 130,000円
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　本年度におきましても皆様からの寄付や賛助会員会費を財源として各種事業を推進してまいりま
す。また、賛助会員会費につきましては福祉委員の方々のご協力をいただき、市民皆様へご協力をお
願いしております。会員制度の趣旨にご理解ご賛同をいただき、賛助会員会費へのご協力をお願いい
たします。

市内15地区で福祉座談会を開催し、地域福祉活
動計画について説明をし、課題等の把握。

地域福祉活動計画の推進� 211,366円

皆様からの寄付金や賛助会員会費は、  様々な事業の欠かせない財源となっています平成26年度

寄付金を財源とした事業　15,190,224円

中・高・大学生を対象に社会福祉について理解を深
めると共に、ボランティア活動に積極的に参加する機会
を提供。

地域の福祉活動への支援として14地区社協に対し
て、活動費を交付。

地区社協活動交付金� 6,601,000円夏のボランティア体験事業、研修会等� 755,662円

高梁市と共催して毎年開催。まつりの部として、
グラウンドゴルフ、ゲートボール、囲碁、将棋を実
施。また、大会の部において、社協会長表彰授与。

健康福祉のつどいの開催� 663,410円

その他事業� 1,915,511円

満88歳の高齢者に、記念品として肖像写真を撮
影し、福祉委員の協力を得て贈呈。（贈呈者262人）

敬老祝い品贈呈事業� 946,620円

福祉団体へ活動費の助成
福祉団体活動助成等� 726,368円

「ふれあい福祉」を年6回発行し、市民の皆さんに、
福祉の情報を提供。

広報紙の発行等� 2,520,593円

地域社会福祉向上に対する功績のあった個人5人、団
体３団体を表彰。

社協会長表彰� 120,401円

福祉について理解を深め、互いに励まし支えあ
う福祉のまちづくりを行う活動への支援。

小地域福祉ネットワーク活動支援�729,293円
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ふ れ あ い サ ロ ン 活 動 紹 介

宇治町石田にこにこサロン

　

石
田
東
町
内
会
で
サ
ロ
ン

を
始
め
て
３
年
、
今
年
度
よ

り
隣
接
の
３
町
内
会
に
呼
び

か
け
、
４
町
内
会
（
23
戸
54

人
）
に
輪
を
広
げ
サ
ロ
ン
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
で

集
落
機
能
が
低
下
す
る
中
で
、

今
後
の
町
内
会
活
動
の
あ
り

方
を
模
索
す
る
こ
と
も
考
慮

し
、
各
町
内
会
の
福
祉
委
員

と
愛
育
委
員
が
世
話
役
に
な

り
、
毎
月
第
３
水
曜
日
を
定

例
日
に
年
10
回
の
サ
ロ
ン
を

開
く
予
定
で
す
。

　

毎
月
世
話
役
が
自
分
の
町

内
会
の
参
加
者
数
を
取
り
ま
と

め
、
一
人
一
回
５
０
０
円
会

費
で
12
時
か
ら
15
時
頃
ま
で

の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
大
体
20
人
前
後
で

す
。
会
の
始
め
に
は
、
サ
ロ

ン
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
し
よ
う

と
皆
で
決
め
た
「
隣
組
」
の
歌

を
大
き
な
声
で
歌
い
ま
す
。

　

♪
と
ん
と
ん
と
ん
か
ら
り

ん
と
隣
組
…
こ
の
歌
が
皆
を

開
放
的
に
し
、
な
ご
や
か
な

昼
食
会
と
な
り
ま
す
。
食
事

の
後
は
ゲ
ー
ム
や
お
し
ゃ
べ
り

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
に

こ
に
こ
笑
顔
で
、
次
が
待
ち

遠
し
い
と
皆
が
思
え
る
よ
う

な
サ
ロ
ン
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
は
川
上
町

地
頭
地
区
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

５
月
25
日
、
こ
の
日
は
今

年
度
２
回
目
の
サ
ロ
ン
開
催

で
す
。
市
の
環
境
課
に
依
頼
し
、

ゴ
ミ
の
分
別
方
法
の
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

環
境
に
対
す
る
み
ん
な
の
心

掛
け
や
各
家
庭
の
マ
ナ
ー
で
ゴ

ミ
の
分
別
が
決
ま
り
ま
す
。
と

て
も
大
切
な
こ
と
を
改
め
て
学

ぶ
機
会
と
し
て
、
今
回
の
サ
ロ

ン
で
は
地
域
の
愛
育
委
員
、
栄

養
委
員
の
方
々
に
も
声
を
掛
け
、

こ
の
日
の
参
加
者
は
総
勢
27
人

と
な
り
ま
し
た
。
説
明
を
受
け

た
後
は
、
早
速
分
別
を
実
践

し
、
お
互
い
に
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
は
、

健
康
体
操
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
手
芸
教
室
、
ま
ご
こ
ろ
お

弁
当
を
作
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
気

軽
に
参
加
出
来
る
手
作
り
の
サ

ロ
ン
活
動
を
通
し
て
、
地
域
で

の
さ
さ
え
あ
い
を
実
践
で
き
る

「
ふ
れ
あ
い
の
場
所
」
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

川上町マーガレットサロン

6広報ふれあい福祉　第62号



地域福祉活動報告

各
地
で
福
祉
委
員
連
絡
会
総
会
を
開
催

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
説
明
会 

in 

川
面 

5/26

川
面
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

バ
ー
ス
デ
イ
訪
問
を
行
い
ま
し
た

高
倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
委
員
は
、
町
内
の
ア
ン
テ
ナ
役
・
パ
イ
プ
役
と

し
て
民
生
委
員
児
童
委
員
等
と
連
携
協
力
し
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

　

福
祉
委
員
の
重
要
性
は
各
地
区
で
高
ま
っ
て
お
り
、

な
か
で
も
川
面
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
で
は
、
福
祉
委

員
34
人
が
総
会
に
全
員
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
で
は
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
作

成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
に
よ
り
福
祉
委
員
活
動
の
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
地
域
の

実
状
に
合
っ
た
見
守
り

活
動
を
民
生
委
員
児
童

委
員
と
一
緒
に
進
め
て

い
く
た
め
に
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

高
倉
地
区
社
協
で
は
、
本
年
度
か
ら
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
見
守
り
を

兼
ね
た
バ
ー
ス
デ
イ
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
高
倉
町
に
お
住
い
の
75
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
対
し
、
誕
生
月

に
担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉

委
員
が
お
祝
い
訪
問
を
す
る
も
の
で
す
。な
お
、

本
年
度
は
季
節
の
花
の
寄
せ
植
え
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
と
お

し
て
、
地
域
の
方
が

少
し
で
も
笑
顔
に

な
っ
て
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
委

員
が
常
に
連
携
を
し
て
、
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
地
域
を
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
、こ
の
よ
う
な
事
業
を
良
い
き
っ

か
け
に
し
て
連
携
を
深
め
て
行
き
た
い
で
す
。

　

川
面
地
区
社
協
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
っ
て
何
？
」

「
始
め
た
く
て
も
申
請
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ

た
皆
さ
ん
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
川
面
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
説
明
会�

in�

川
面
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
説
明
会
に
は
、
既
に
サ
ロ
ン
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
、こ
れ
か
ら
サ
ロ
ン
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
る
方
な
ど
17
人
が
参
加
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事

業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

川
面
地
区
で
は
昨
年
度
16
団
体
が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
も
地
区
社
協
が
中

心
と
な
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
推
進
し
、
地

域
に
お
け
る
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

高
倉
地
区
社
協 

渡
辺
会
長
の
コ
メ
ン
ト
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会
員
総
会
の
開
催 

5/29

春
の
遠
足
に
行
き
ま
し
た 

6/24

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27

年
度
会
員
総
会
を
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
46
人
の
会
員
が
出
席
し
、
平
成
26
年

度
の
活
動
報
告
や
27
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
し

お
り
を
も
と
に
、
シ
ル
バ
ー
傷
害
保
険
の
あ
ら
ま
し

や
安
全
就
業
基
準
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。　

　

総
会
終
了
後
、
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員�

柆く
い

生お
い�

勝か
つ

洋ひ
ろ

氏
を
講
師
に
迎
え
「
安
全
就
業
の
心
構
え
」
の

講
習
を
受
け
ま
し
た
。
各
会
員
と
も
、
事
故
防
止
に

努
め
、
安
全
就
業
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
備
中
地
域

を
３
地
区
に
分
け
て
、
毎
週
水
曜
日
に
生
き
が
い
デ

イ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
春
の
遠
足
と
し
て
、
湯
野
地
区
の
利
用
者

が
、
高
梁
地
域
事
務
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み

焼
却
処
理
施
設
に
行
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、
ご
み
の
処
理
手
順
や
可
燃
ご
み
、
不

燃
ご
み
、
資
源
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
施
設
の
職

員
さ
ん
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
、
利
用
者
か
ら
「
ご
み
は
き
ち
ん
と

出
さ
ん
と
い
け
ん
の
じ
ぁ
な
ー
」「
す
ご
い
施
設
じ
ぁ

な
ー
」な
ど
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て

こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

　

❶
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方

　

❷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
し
、
入
会
説
明
を
受
け
「
就
業
承

　
　

諾
書
・
入
会
申
込
書
」を
提
出
さ
れ
た
方

　

❸
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た
方

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

地域福祉活動報告

三
角
形
に
細
長
く
切
っ
た
和
紙

を
竹
串
に
巻
い
て
作
り
ま
し
た
。
綺

麗
に
巻
く
の
は
難
し
い
で
す
が「
可

愛
ら
し
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
出
来
ま
し

た
」と
、
す
ぐ
に
自
分
の
カ
バ
ン
に

付
け
ら
れ
る
利
用
者
も
お
ら
れ
、
皆

さ
ん
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

福祉施設の作品展示コーナー
～川上いきいき交流館～

和
紙
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
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お
知
ら せ

NEWS

☆助成対象団体
　高梁市内において、原則１年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主体
とした組織で、自主性、自立性を有し、事業計画及び会計状況が明らかであること。

※対象外活動
概ね50世帯以下の規模及び次に該当する活動
〇介護保険の対象となる活動
〇同内容の助成を受けている活動
〇機器・器具類の整備、掲示板等の設置などのハード事業

☆助成金額			 １団体あたり10万円以内とする
☆申請期間			 平成27年７月１日～８月31日

　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、地域の安全・安心な暮らしを住民ととも
につくる自主防犯・自主防災活動に対して支援をしています。自主防犯・自主防災活動のために、
年間を通じて必要なパトロール用資材及びユニフォーム等の整備に対する助成金を希望される団
体は、申請書の提出をお願いいたします。

「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」
の助成金申請を受付けています

～　自主防犯・自主防災活動を支援します　～

▽お問い合わせ先
　　地域福祉課�☎ 22 7 2 4 3
　　有 漢 支 所�☎ 57 3 2 1 8
　　成 羽 支 所�☎ 42 2 0 0 5
　　川 上 支 所�☎ 48 9 7 7 0
　　備 中 支 所�☎ 45 3 1 3 1

熱中症予防の基本は温度管理と水分補給!
■室内の換気をし、適度に扇風機やクーラーで温度調節をしましょう。
■朝起きた時、朝食の時、午前１０時頃、昼食の時、午後３時頃、夕食のとき、寝る前とこまめ
に水分を摂ることで、コップ１杯約１５０ｍℓとして１日１ℓ以上摂ることができます。
■外出時は直射日光を避け、いつでも水分を摂取できるように携帯しましょう。

熱中症にご注意を!!ヘルパーから健康情報
　環境等の変化により、ニュースなどでも良く見聞きするようになった「熱中症」ですが、これか
ら夏を迎えるにあたり、ヘルパーの健康情報として熱中症の予防についてお知らせします。

熱中症って？熱中症とは気温、室温の上昇により、体の体温調整
がうまく働かず、体温が異常に上昇することです。

風通しの良い涼しい場所へ移動し、水分、塩分を補給しましょう

こんな症状が出たら要注意！

体がだるい大量の発汗 めまい・立ちくらみ
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▽
支
給
要
件

　

❶
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者
が

　
　

重
複
し
た
場
合
は
、
１
回
の
み

　
　

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
❷
実
施
区
域
は
、
町
内
会
単
位
以

　
　

上
の
規
模
で
の
実
施
。

　

❸
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の
創

　
　

意
工
夫
に
よ
り
、
様
々
な
地
域
内

　
　

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象

お
知
ら せ

NEWS

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長

寿
を
祝
う
敬
老
事
業（
敬
老
会
）

に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
地
域
福
祉
課
及
び
各

支
所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
い
る
申
請
書
に
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
末
日
ま
で

　

の
期
間
内
に
実
施
す
る
敬
老

　

会
。
た
だ
し
、
現
金
や
記
念
品

　

等
の
贈
呈
の
み
の
事
業
は
除
き

　

ま
す
。

▽
対
象
者

　

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
で
市

　

内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
28
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
満
75
歳
以
上

　

に
な
る
方
。

▽
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
内
、
敬
老
会
に
参
加
さ

　

れ
た
方
１
人
当
た
り
1
、5
０
０

　

円
を
助
成
。

　

※
こ
の
他
に
、
敬
老
会
実
施
地

域
で
満
88
歳
（
昭
和
２
年
４

月
１
日
～
昭
和
３
年
３
月
31

日
の
間
に
お
生
ま
れ
の
方
）

を
迎
え
ら
れ
る
方
で
在
宅
に

お
ら
れ
る
方
１
人
当
た
り

1
、5
０
０
円
を
助
成

　

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実
行

委
員
会
様
か
ら
高
梁
市
民
の
福
祉
増

進
を
目
的
と
し
て
車
い
す
１
台
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
老
人
福
祉
事
業
や

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン

タ
ー
活
動

事
業
等
に

活
用
し
て

い
ま
す
。

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申

請
を
受
付
し
て
い
ま
す

車
い
す
の
寄
贈
に
つ
い
て

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

☆身体障害者相談は次のとおりです。
　場　所：高梁総合福祉センター
　時　間：午前１０時から午後３時まで
　月／日：８月６日（木）、９月３日（木）

☆福祉総合相談、各支所での定例の相談日はありませんが、
随時相談に応じます。相談予約やお問い合わせ先は次のと
おりです。

ふれあい
相談

地域福祉課�☎ 22 7243　　有漢支所�☎ 57 3218　　成羽支所�☎ 42 2005
川上支所�☎ 48 9770　　備中支所�☎ 45 3131

高梁市生活あんしんサポートセンター
　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題等様々な問題を抱えている方々の相談に応じ、必要
な支援等を行うための相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設しております。

相談日等は次のとおりです。
　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　  ☎ 22 9111（直通）　FAX 22 0845
　相談日時：月曜日から金曜日
　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　休 業 日：土・日・祝日　年末年始

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１
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ありがとうございました。
　市社協へ平成 27 年５月と６月にいただいたご寄付についてお知らせします。心から感謝申し上げ
社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

27 年５月〜６月

社会福祉協議会への 寄ご 付
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《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

中
川
　
恭
之

	

（
故
・
佐
之
吉
様
）

金
一
封	

松
原
町	

谷
村
　
岩
男

	

（
故
・
愛
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

山
下
　
和
子

	

（
故
・
流
羽
操
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

酒
井
　
孝
夫

	

（
故
・
秀
夫
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

大
森
　
　
保

	

（
故
・
サ
ト
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

下　

原	

城
塚
　
洋
子

	

（
故
・
貞
史
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

小
川
　
一
志

	

（
故
・
利
男
様
）

金
一
封	

坂　

本	

清
元
　
　
浩

	

（
故
・
大
輔
様
）

金
一
封	

下　

原	

平
松
　
幸
郎

	

（
故
・
恒
代
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

上
田
　
　
実

	

（
故
・
萬
壽
子
様
）

金
一
封	

成　

羽	

物
部
　
正
男

	

（
故
・
宣
子
様
）

金
一
封	

成　

羽	

松
田
　
健
治

	

（
故
・
照
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

川
上
　
　
明

	

（
故
・

様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

平
松
　
康
夫

	

（
故
・
ヤ
ヨ
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

山
根
　
　
悟

	

（
故
・
順
市
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

片
山
マ
リ
コ

	

（
故
・
正
志
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

三
和
　
泰
博

	

（
故
・
八
重
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
次
郎

	

（
故
・
静
代
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
山
　
喜
祐

	

（
故
・
つ
ち
よ
様
）

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
正
明

	

（
故
・
郷
太
郎
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

佐
々
木
敏
昭

	

（
故
・
ヲ
ケ
イ
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

土
田
　
謙
一

	

（
故
・
知
惠
子
様
）

金
一
封	

大
阪
府	

源
内
　
　
一

	

（
故
・
さ
よ
様
）

金
一
封	

奥
万
田
町	

木
下
ア
ル
マ
ン
ダ

	

（
故
・
順
治
様
）

金
一
封	

南　

町	

小
見
山
新
吉

	

（
故
・
喜
美
子
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

藤
森
美
知
子

	

（
故
・
寛
三
様
）

金
一
封	

中
原
町	

平
松
　
陽
子

	

（
故
・
高
昭
様
）

金
一
封	

松
原
通	

鈴
木
　
常
子

	

（
故
・
英
雄
様
）

金
一
封	

山
口
県	

下
村
　
吉
人

	

（
故
・
一
昌
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

安
藤
　
佳
之

	

（
故
・
良
一
様
）

金
一
封	

鉄
砲
町	

水
嶋
　
正
明

	

（
故
・
妙
子
様
）

金
一
封	

新
見
市	

磯
田
　
道
子

	

（
故
・
田
中

野
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

三
和
　
泰
博

	

（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封	
津
川
町	

山
本
　
智
子

	

（
故
・
岩
夫
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

岡
本
　
吉
生

	
（
故
・
義
弘
様
）

金
一
封	

宇
治
町	
土
田
　
謙
一

	

（
故
・
知
惠
子
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

那
須
　
正
明

	

（
故
・
眞
知
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
　
　
靖
子

	

（
故
・
増
治
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

横　

町	

松
本
　
　
進

	

（
故
・
八
千
代
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

岡
本
　
圭
司

	

（
故
・
鶴
惠
様
）

金
一
封	

川
端
町	

三
村
　
岩
雄

	

（
故
・
圭
美
様
）

金
一
封	

松　

山	

宇
野
　
公
平

	

（
故
・
保
様
）

金
一
封	

横　

町	

荒
木
　
裕
也

	

（
故
・
鉄
人
様
）

金
一
封	
原
田
北
町	

津
々
美
知
子

	

（
故
・
裕
様
）

金
一
封	
津
川
町	

川
上
　
　
明

	
（
故
・

様
）

金
一
封	

川
面
町	
羽
賀
　
英
輔

	

（
故
・
忠
巳
様
）

金
一
封	

川
面
町	

平
松
　
康
夫

	

（
故
・
ヤ
ヨ
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

山
根
　
　
悟

	

（
故
・
順
市
様
）

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
次
郎

	

（
故
・
静
代
様
）

金
一
封	

中
井
町	

石
川
　
正
明

	

（
故
・
郷
太
郎
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

佐
々
木
敏
昭

	

（
故
・
ヲ
ケ
イ
様
）

金
一
封	

松
原
町	

藤
井
　
惠
子

	

（
故
・
池
上
壽
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

山
下
　
和
子

	

（
故
・
流
羽
操
様
）
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《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

柏
木
　
一
男

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
大
竹	

大
山
　
京
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

七　

地	

金
子
　
玉
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

三　

沢	

深
田
千
代
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領　

家	

林
　
　
建
樹

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

西　

山	

江
草
　
一
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

西
油
野	

戸
川
　
正
雄

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

松
原
町	

藤
井
　
惠
子

	

（
け
こ
ち
ゃ
ん
の
Tw
i
n
k
l
e
♪

	

音
楽
の
つ
ど
い
の
収
益
金
と
し
て
）

金
一
封	

南　

町	

安
原
　
隆
資

	

（
旭
日
小
綬
章
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	
	

第
372
回
、
第
373
回
目
）

金
一
封	

松
原
町	

藤
井
　
惠
子

（
け
こ
ち
ゃ
ん
の
Ｔｗ
ｉ
ｎ
ｋ
ｌｅ
♪

	
音
楽
室
の
収
益
金
と
し
て
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

南　

町	
安
原
　
隆
資

	

（
旭
日
小
綬
章
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

宮
本
　
熱
美

	

（
夫
、
文
夫
の
死
去
に
伴
い
）

金
一
封	

有　

漢	

上
森
　
和
昭

	
	（

快
気
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

森
下
　
善
樹

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

土
屋
　
寿
枝

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

平
加
　
恵
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

綱
島
　
謙
一

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下　

原	

渡
邉
　
菊
枝

	

（
故
・
昌
介
様
）

金
一
封	

下　

原	

赤
木
　
良
江

	

（
故
・
修
市
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

三　

沢	
丸
山
　
和
明

	

（
故
・
栄
子
様
）

金
一
封	

領　

家	

大
塚
　
政
雄

	

（
故
・
孝
惠
様
）

金
一
封	

高　

山	

池
田
　
　
康

	

（
故
・
功
様
）

金
一
封	

高　

山	

小
嶋
　
京
子

	

（
故
・
正
則
様
）

金
一
封	

地　

頭	

森
川
　
英
治

	

（
故
・
照
男
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

面
田
　
安
司

	

（
故
・
美
好
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

西
田
　
　
公

	

（
故
・
頼
男
様
）

金
一
封	

総
社
市	

大
原
田
弘
治

	

（
故
・
偉
二
様
）

金
一
封	

平　

川	

管
波
　
伴
和

	

（
故
・
菊
美
様
）

金
一
封	

東
油
野	

山
科
　
昭
司

	

（
故
・
豊
吉
様
）

編
集
後
記

　

今
年
は
と
て
も
早
い
ペ
ー
ス
で
台
風
が
発
生
し
て
お
り
、

6
月
に
9
号
ま
で
発
生
す
る
の
は
、
昭
和
46
年
以
来
44
年
ぶ

り
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で

い
く
と
い
っ
た
い
何
号
の
台
風
が
発
生
す
る
の
か
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
火
山
活
動
や
大
雨
に
よ
る
災
害
も
発
生
し
て

お
り
、
自
然
の
猛
威
の
す
ご
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報

告
や
寄
付
金
・
賛
助
会
員
会
費
を
財
源
と
し
た
事
業
に
つ
い

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付

金
や
賛
助
会
員
会
費
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
等
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
の
健
康
情
報
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時

期
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
『
熱
中
症
』
に
つ
い
て
の

予
防
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

（
Ｋ
）


